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(57)【要約】
　ユーザ機器（ＵＥ）デバイスと、マクロ基地局と、フ
ェムト基地局（フェムトセル）とを含む通信システムで
、ハンドオーバーに関連する測定と意思決定とを容易に
する方法および装置が記載される。いくつかの実施形態
では、ＵＥデバイスは、ＵＥパイロット信号および関連
のデバイス情報の送信の目的で、マクロ基地局によって
専用にされた（dedicated）１組の繰り返される（recur
ring）ＵＥパイロット送信リソースの中から、ＵＥデバ
イスが選択した送信リソースを使用して、パイロットを
識別情報と共に送信する。フェムト基地局は、ＵＥが送
信したパイロット信号を測定し、信号強度の測定結果と
、対応するデバイス識別子とを、ハンドオーバー決定を
行うハンドオフ決定制御エンティティ、たとえば、ｅノ
ードＢまたは制御ノードに報告する。複数の基地局、た
とえば、フェムト基地局、によって測定された、ＵＥが
送信したパイロットに依存することによって、十分に情
報を得たＵＥハンドオフ決定（well informed UE hando
ff decisions）が依然として可能でありながら、フェム
トセルがパイロットを送信する必要性が低減され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービング基地局と、少なくとも１つのフェムト基地局とを含むシステム内のＵＥデバ
イスを動作させる方法であって、
　パイロットおよび関連のＵＥデバイス情報の送信のために、マクロ基地局によって専用
にされた送信リソース上で、パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報とを送信すること
と、
　前記ＵＥデバイスが前記サービング基地局からフェムト基地局へハンドオフするべきで
あることを示すハンドオーバー情報を、前記サービング基地局から受信することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＵＥデバイスにおいて、前記パイロット信号を送信することに先立って、パイロッ
トおよび関連のデバイス情報のＵＥデバイスによる送信のために、前記マクロ基地局によ
って専用にされた前記送信リソースの中から、送信リソースを選択すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記マクロ基地局によって専用にされた前記送信リソース上で、エネルギーをモニタす
ることと、
　前記マクロ基地局によって専用にされた前記送信リソースのうちの、異なる送信リソー
スで測定されたエネルギーの量に基づいて、前記送信リソースを選択することと
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報とを送信することは、所定の送信電力レベル
で、前記パイロット信号の少なくとも一部分を送信することを含む、請求項２に記載の方
法。
【請求項５】
　パイロット信号を送信することは、前記マクロ基地局から受信される同期信号に基づい
て決定された時間において、前記パイロット信号を送信することを含む、請求項２に記載
の方法。
【請求項６】
　前記サービング基地局から受信される前記ハンドオーバー情報に応答して、前記サービ
ング基地局から前記フェムト基地局へのハンドオーバーを完了することと、
　前記フェムト基地局への前記ハンドオフの後、前記マクロ基地局から取得されたタイミ
ング情報に従って、ＵＥデバイス識別情報を有するパイロット信号を周期的に送信するこ
とと
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記フェムト基地局から取得されたタイミング情報に従って、ユーザデータを前記フェ
ムト基地局へ送信すること
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ユーザデータは、前記マクロ基地局によって使用される周波数バンドと異なる周波
数バンド上で送信される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　サービング基地局と、少なくとも１つのフェムト基地局とを含むシステム内のユーザ機
器（ＵＥ）デバイスであって、
　パイロットおよび関連のＵＥデバイス情報の送信のために、マクロ基地局によって専用
にされた送信リソース上で、パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報とを送信するため
の手段と、
　前記ＵＥデバイスが前記サービング基地局からフェムト基地局へハンドオフするべきで
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あることを示すハンドオーバー情報を、前記サービング基地局から受信するための手段と
　を備えるＵＥデバイス。
【請求項１０】
　パイロットおよび関連のデバイス情報のＵＥデバイスによる送信のために、前記マクロ
基地局によって専用にされた前記送信リソースの中から、送信リソースを選択するための
手段と
　をさらに備える、請求項９に記載のＵＥデバイス。
【請求項１１】
　前記マクロ基地局によって専用にされた前記送信リソース上で、エネルギーをモニタす
るための手段と、
　前記マクロ基地局によって専用にされた前記送信リソースのうちの、異なる送信リソー
スで測定されたエネルギーの量に基づいて、前記送信リソースを選択するための手段と
　をさらに備える、請求項１０に記載のＵＥデバイス。
【請求項１２】
　パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報とを送信するための前記手段は、所定の送信
電力レベルでの、前記パイロット信号の少なくとも一部分の送信を制御するための手段を
含む、請求項９に記載のＵＥデバイス。
【請求項１３】
　パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報とを送信するための前記手段は、前記マクロ
基地局から受信される同期信号に基づいて決定された時間における、前記パイロット信号
の送信を制御するための手段を含む、請求項９に記載のＵＥデバイス。
【請求項１４】
　前記サービング基地局から受信される前記ハンドオーバー情報に応答して、前記サービ
ング基地局から前記フェムト基地局へのハンドオーバーを完了するための手段と、
　前記フェムト基地局への前記ハンドオフの後、前記マクロ基地局から取得されたタイミ
ング情報に従って、ＵＥデバイス識別情報を有するパイロット信号を周期的に送信するよ
うに、送信するための前記手段を制御するための手段と
　をさらに備える、請求項９に記載のＵＥデバイス。
【請求項１５】
　前記フェムト基地局から取得されたタイミング情報に従って、ユーザデータを前記フェ
ムト基地局へ送信するための手段
　をさらに備える、請求項１４に記載のＵＥデバイス。
【請求項１６】
　サービング基地局と、少なくとも１つのフェムト基地局とを含むシステム内のユーザ機
器（ＵＥ）デバイスであって、
　　パイロットおよび関連のＵＥデバイス情報の送信のために、マクロ基地局によって専
用にされた送信リソース上で、パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報とを送信し、
　　前記ＵＥデバイスが前記サービング基地局からフェムト基地局へハンドオフするべき
であることを示すハンドオーバー情報を、前記サービング基地局から受信する
ように構成される、少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備えるＵＥデバイス。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　パイロットおよび関連のデバイス情報のＵＥデバイスによる送信のために、前記マクロ
基地局によって専用にされた前記送信リソースの中から、送信リソースを選択するように
、
　さらに構成される、請求項１６に記載のＵＥデバイス。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記マクロ基地局によって専用にされた前記送信
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リソース上で、エネルギーをモニタするように、さらに構成され、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、送信リソースを選択するように構
成されることの一部として、前記マクロ基地局によって専用にされた前記送信リソースの
うちの、異なる送信リソースで測定されたエネルギーの量に基づいて、前記送信リソース
を選択するように、さらに構成される、
　請求項１７に記載のＵＥデバイス。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報と
を送信するように構成されることの一部として、所定の送信電力レベルでの、前記パイロ
ット信号の少なくとも一部分の送信を制御するように、さらに構成される、請求項１６に
記載のＵＥデバイス。
【請求項２０】
　サービング基地局と、少なくとも１つのフェムト基地局とを含むシステム内のユーザ機
器デバイスでの使用のための、コンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータ
プログラム製品は、
　　少なくとも１つのコンピュータに、パイロットおよび関連のＵＥデバイス情報の送信
のために、マクロ基地局によって専用にされた送信リソース上で、パイロット信号と、Ｕ
Ｅデバイス識別情報とを送信させるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記ＵＥデバイスが前記サービング基地局か
らフェムト基地局へハンドオフするべきであることを示すハンドオーバー情報を、前記サ
ービング基地局から受信させるためのコードと
　を備える非一時的なコンピュータ可読媒体を備える、
　コンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、２０１３年３月６日に出願された「
Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ａｎｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　Ｔｈａ
ｔ　Ｆａｃｉｌｉｔａｔｅ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｄｅｃｉｓｉｏｎｓ　ａｎｄ　Ｒｅｌａ
ｔｅｄ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓ」と題する、Ｌｉらによる米国特許出願第１３／７８
７，５４４号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]様々な実施形態は、ワイヤレス通信方法および装置に関し、より詳細には、フェ
ムト基地局がモバイル端末およびマクロ基地局に加えて配置されるシステムでの、ハンド
オーバーに関連する測定およびシグナリングのためのワイヤレス通信方法および装置に関
する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]セルラーシステムでは、ハンドオーバーに関連する測定は、従来、一般にＵＥと
呼ばれるユーザ機器デバイス（a User Equipment device）によってなされる。通常、基
地局は、チャネル推定のため、およびＲＳＳＩ（受信信号強度インジケータ）測定のため
に、広帯域パイロットを送信する。ＵＥは、受信されたパイロット信号上で測定を実行し
、候補の基地局のＲＳＳＩの測定値をサービング基地局（serving base station）に報告
する。そのような着想の実用的な前提（working assumptions）は、基地局が計画された
やり方で配置されること、基地局が常に送信していること、ＵＥの数が基地局の数よりず
っと多いことである。
【０００４】
　[0004]しかしながら、一般にフェムトセルまたはフェムト基地局とも呼ばれるスモール
セル（small cells）の出現によって、そのような前提は常に有効であるとは限らない。
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スモールセルは、収容能力のオフロード（capacity offload）に対して極めて有用であり
、将来のセルラーシステムは、フェムトセルと共存しおよびセルラー周波数バンドを共有
する比較的大きいカバレッジエリアを有するマクロセルと共存するスモールセルの、高密
度で無計画な配置を有することが予見されている。
【０００５】
　[0005]エリア内のスモールセルが、そのエリア内のアクティブなＵＥの数と、数の上で
は同等であるか、あるいはその数を上回る（comparable in number or out number）、ス
モールセルの高密度な配置の、そのようなシナリオを考察する。そのようなシナリオでは
、スモールセルあたりのＵＥの数は、極めて少なく、スモールセルの多くは、時間のほと
んどにおいてサービスすべきいかなるＵＥも有さない場合がある。しかしながら、現在マ
クロセルのために使用されるものと同じ手法がフェムトセルのために使用される場合、ス
モールセルは、ハンドオーバー測定を容易にするために、依然としてパイロットを送信す
る必要がある。このことは、１つまたは複数の以下の問題を引き起こす可能性がある。ス
モールセルがマクロ基地局のようにパイロットを送信する場合、そのことがパイロットの
汚損（pilot pollution）をもたらす場合がある。すなわち、数多くのフェムトセルによ
って送信されるパイロットは、アクティブなＵＥのダウンリンク（ＤＬ）トラフィックに
不必要な干渉をもたらす場合があり、その上、それらが異なるフェムトセル基地局によっ
て送信される複数のパイロットの間での干渉により不正確になるような、ハンドオーバー
測定の精度に影響を及ぼす場合がある。
【０００６】
　[0006]スモールセルの干渉を低減させるためにパイロットを直交させることは、干渉の
問題に対処する１つの手法であるが、さらに多くのそのようなスモールセルが存在する場
合、この手法は、少ないセルを有するマクロセル配置の場合よりもパイロットのために多
くのリソースを必要とするか、または、多数の測定値を得るために遅延を増大させるかの
いずれかである。というのも、リソースの限定された組を考慮すれば、異なるフェムトセ
ルによって送信されるパイロットの間の潜在的な衝突および／または干渉を低減させるた
めに、フェムト基地局の連続したパイロット送信の間の時間が延ばされなければならない
はずだからである。
【０００７】
　[0007]将来のセルラー配置では、マクロセルとフェムトセルとの間のハンドオフが、フ
ェムトセル間のハンドオフと共に、サポートされなければならないように思われることが
、理解されるべきである。そのようなシステムでは、ハンドオフ決定を適時にセル間で行
う場合に使用されるべき、信頼できる情報の必要性が重要である。
【０００８】
　[0008]先の説明を考えると、１つまたは複数のフェムトセルを含むシステムで、ハンド
オーバー決定を容易にし得る改良された方法および／または装置の必要性があることが、
理解されるべきである。方法および／または装置が、潜在的に多数のフェムトセルを有す
るシステムに好適であれば、望ましいはずである。また、方法が、少なくともいくつかの
実施形態では、マクロセルのカバレッジエリア内に潜在的に存在する１つまたは複数のフ
ェムトセルを伴う共存のマクロセルおよびフェムトセルと互換性があれば、望ましいはず
である。方法および／または実施形態のうちの少なくともいくつかが、フェムトセルがパ
イロットを送信する必要なしに、および／または、フェムトセルとマクロ基地局との間の
パイロット送信の協調の必要なしに、ハンドオーバー意思決定が行われることを可能にす
れば、望ましいはずである。
【発明の概要】
【０００９】
　[0009]ユーザ機器（user equipment）（ＵＥ）デバイスと、フェムト基地局とを含む通
信システムで、ハンドオーバーに関連する測定と意思決定とを容易にする方法および装置
が記載される。いくつかの実施形態では、システムは、また、１つまたは複数のマクロ基
地局（たとえば、ｅノードＢ）を含む。フェムトセルは、マクロ基地局のカバレッジエリ
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ア内に位置し得、マクロ基地局と同じセルラーバンドを使用し得る。
【００１０】
　[0010]所与の時間で、ＵＥ、たとえば、ワイヤレス端末、モバイルセル電話などのユー
ザ機器デバイスは、フェムト基地局またはマクロ基地局によってサービスされ得る。した
がって、フェムト基地局またはマクロ基地局のいずれかが、時間の所与の時点で、サービ
ング基地局として動作することが可能である。フェムト基地局間、およびマクロ基地局と
フェムト基地局との間のハンドオフが、サポートされる。
【００１１】
　[0011]様々な実施形態に記載される特徴のうちのいくつかは、たとえば、フェムト基地
局の数が、そのエリア内のアクティブなＵＥの数と同等か、またはそれを越える、エリア
内で、フェムト基地局の高密度な配置を伴うシステムに好適である。しかしながら、デバ
イスのそのような比は、本明細書に記載される様々な特徴を使用するために必須ではない
。本明細書に記載される１つまたは複数の特徴は、フェムト基地局がパイロットを送信す
ることを求めることなく、および／または、フェムト基地局とマクロ基地局との間のパイ
ロット送信の協調の必要なしに、ハンドオーバー意思決定を容易にする。
【００１２】
　[0012]いくつかの実施形態の一態様によれば、マクロ基地局は、たとえば、ＬＴＥシス
テムの実施形態でのＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ　ＵＥのようなアクティブなＵＥに対し
て、アップリンク（ＵＬ）リソースの中に、広帯域信号、たとえば、パイロット信号を送
信するための周期的なリソース（periodic resources）を割り振る。いくつかの実施形態
では、割り振られたリソースで送信するすべてのＵＥが、マクロ基地局と通信していると
は限らない。ＵＥパイロット信号送信リソースのうちの１つを使用してパイロットを送信
したデバイスを識別することが可能となるように、ＵＥパイロット信号送信リソースは、
関連の情報、たとえば、デバイス識別情報と共にパイロット信号を送信する場合のＵＥに
よる使用のために専用にされる（dedicated）。ＵＥパイロット信号送信リソースは、Ｕ
Ｅパイロット信号と、関連の情報とを伝達することの目的で専用にされるが、ＵＥは、リ
ソースを競合する複数のＵＥによる使用のために利用可能であるＵＥパイロット信号リソ
ースとの競合および／または共存ベースで（on a contention and /or co-existence bas
is with）専用のリソースを使用する。
【００１３】
　[0013]専用のＵＥ送信パイロットリソースは、たとえば、マクロ基地局がＵＥデバイス
のサービング基地局として動作している場合、および／または、ＵＥがマクロ基地局への
アクセスを得ようと努めている場合に、ＵＥがユーザデータおよび／または他の信号をマ
クロ基地局へ伝達するために使用し得るリソースに、通常は加えられる。
【００１４】
　[0014]マクロ基地局のカバレッジエリアに属するスモールセル、たとえば、フェムトセ
ルは、ＵＥパイロット信号のためにマクロによって専用にされた（dedicated）周期的な
リソース上に、いかなるＵＥ送信もスケジュールせず、マクロ基地局は、また、マクロセ
ルまたはフェムトセルの送信からの、または、マクロ基地局もしくはフェムト基地局によ
ってスケジュールされているＵＥ送信からの、干渉なしに、それらがＵＥデバイスにとっ
て利用できるように、これらのリソースを使用されないままにしておく。
【００１５】
　[0015]いくつかの実施形態によれば、アクティブなＵＥは、専用のＵＥパイロット信号
送信リソースのうちの１つを自律的に選び、受信しているデバイスがパイロット信号を送
信したＵＥを識別することを可能にするデバイス識別情報と共に、周期的にそのリソース
上でパイロット信号を送信する。パイロット信号は、広帯域パイロット信号、たとえば、
１つのトーンまたは周波数より多いものに対応する信号であってよく、いくつかの実施形
態ではそうである。いくつかの実施形態では、識別情報は、たとえば、Ｓ－ＴＭＳＩ（シ
ステムアーキテクチャ発展－一時的モバイル加入者識別（System architecture evolutio
n-temporary mobile subscriber identity））である。　
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いくつかの実施形態では、識別情報は、パイロット信号を用いて暗黙のうちに送信され得
、たとえば、パイロット信号は、ＵＥの識別情報に依存し得る。
【００１６】
　[0016]ユーザ機器（ＵＥ）デバイスを、サービング基地局と、少なくとも１つのフェム
ト基地局とを含むシステムで動作させる１つの例示的な方法は、ＵＥデバイスによるパイ
ロットおよび関連のＵＥデバイス情報の送信のためにマクロ基地局によって専用にされた
送信リソース上で、パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報とを送信することと、前記
サービング基地局から、前記ＵＥデバイスが前記サービング基地局からフェムト基地局へ
ハンドオフするべきであることを示すハンドオーバー情報を受信することとを含む。ＵＥ
から受信されるパイロットおよび／または他の情報に基づいてハンドオフ決定がなされた
時点で、どの基地局がＵＥのサービング基地局として働いているかに応じて、サービング
基地局は、マクロセルラー基地局またはフェムト基地局のいずれかであり得る。
【００１７】
　[0017]例示的なユーザ機器デバイスは、パイロットおよび関連のＵＥデバイス情報の送
信のために、マクロ基地局によって専用にされた送信リソース上で、パイロット信号と、
ＵＥデバイス識別情報とを送信し、前記ＵＥデバイスが前記サービング基地局からフェム
ト基地局へハンドオフするべきであることを示すハンドオーバー情報を、前記サービング
基地局から受信するように構成される少なくとも１つのプロセッサを備える。ユーザ機器
デバイスは、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリを含んでよく、いくつかの
実施形態では含む。
【００１８】
　[0018]様々な実施形態が、上述の発明の概要で説明されたが、必ずしもすべての実施形
態が同じ特徴を含むとは限らないこと、および上述された特徴のうちのいくつかは、いく
つかの実施形態では必要でないが望ましい場合があることが、理解されるべきである。様
々な実施形態の数多くのさらなる特徴、実施形態および利点が、以下に続く詳細な説明で
説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】[0019]例示的な一実施形態によって実装される例示的なワイヤレス通信システム
を示す図。
【図２】[0020]例示的な実施形態による、ユーザ機器デバイスによって送信されるパイロ
ット上で１つまたは複数のフェムト基地局によって実行される測定に基づいて、ハンドオ
ーバー意思決定が実行される例示的な実施形態での、ステップと、図１の様々なデバイス
間の関連するシグナリング交換とを示す図。
【図３】[0021]例示的な一実施形態による、図１に示すシステムのユーザ機器デバイスを
動作させる例示的な方法を示すフローチャート。
【図４】[0022]例示的な実施形態による、たとえば、基地局、たとえば、ｅノードＢから
ユーザ機器デバイスへ伝達される例示的なハンドオーバー情報メッセージを示す図。
【図５】[0023]例示的な実施形態による、たとえば、基地局、たとえば、ｅノードＢから
フェムト基地局へ伝達される別の例示的なハンドオーバー情報メッセージを示す図。
【図６】[0024]図１の例示的なシステムで示すユーザ機器（ＵＥ）のうちの任意の１つと
して使用され得る、例示的なユーザ機器デバイスを示す図。
【図７】[0025]図６に示す例示的なユーザ機器デバイスで使用され得る、モジュールの集
合を示す図。
【詳細な説明】
【００２０】
　[0026]図１は、基地局１２４と、複数のワイヤレス端末、たとえば、ＵＥ１　１０２か
らＵＥ　Ｎ　１１０を含むユーザ機器デバイス（ＵＥ）と、フェムト基地局１　１１２か
らフェムト基地局Ｋ　１２０を含むフェムト基地局とも呼ばれる複数のスモールセル（フ
ェムトセル）とを含む、例示的な通信システム１００を示す。基地局１２４は、マクロ基
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地局であり、いくつかの実施形態では、システム１００の複数のＵＥのうちの少なくとも
いくつかのための接続ポイント（attachment point）、たとえば、サービング基地局とし
てサービスする。マクロ基地局１２４は、ｅノードＢとして実現されてよく、いくつかの
実施形態では実現される。フェムト基地局１１２、１１４、１１６、１２０は、すべてマ
クロ基地局１２４のカバレッジエリア内にあり、ＵＥ１０２、１０６、１１０と通信する
ために使用されるセルラー周波数バンドを、マクロ基地局１２４と共有する。単一のマク
ロ基地局が図示されるが、通信システムは、たとえば、マクロ基地局、およびマクロ基地
局のカバレッジ内の１つまたは複数のフェムトセルを伴う、複数のマクロセルを含み得る
ことが理解されるべきである。したがって、図１に示す構成は、例示的であり、基地局の
他の構成／数が可能であることが理解されるべきである。基地局およびＵＥに加えて、シ
ステム１００は、さらに、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１６０と、制御ノード
１３０、たとえば、中央制御エンティティとを含む。制御エンティティ１３０は、無線ネ
ットワークコントローラであってよく、いくつかの実施形態ではそうである。マクロ基地
局およびフェムト基地局は、通信サービスをシステム１００のワイヤレス端末に提供する
ために、シグナリングと、情報とを、ＭＭＥデバイス１６０と交換する。単一のＭＭＥ１
６０が図１で示されるが、システム１００が複数のＭＭＥを含み得ることが理解されるべ
きである。
【００２１】
　[0027]図１に示すＵＥは、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）通信、たとえば、基地
局、たとえば、フェムト基地局および／またはマクロ基地局を通じたセルラーネットワー
ク通信、およびピアツーピア通信、たとえば、デバイスからデバイスへの直接通信をサポ
ートする。いくつかの、しかし必ずしもすべてとは限らない実施形態では、ＵＥデバイス
のうちの１つまたは複数は、ハンドヘルドのセル電話またはポータブルの携帯情報端末（
ＰＤＡ）デバイスなどの、ポータブルの通信デバイスとして実現される。様々な基地局（
たとえば、マクロ基地局およびフェムト基地局）ならびに／または制御ノード１３０およ
びＭＭＥ１６０などの他のインフラストラクチャ要素は、いくつかの実施形態では、情報
を交換するために、互いに、および／または他のインフラストラクチャノードに、バック
ホールリンクを介して結合されている。バックホールリンクは、有線の通信リンクであっ
てよく、いくつかの実施形態ではそうであり、他の実施形態では、バックホールの全部ま
たは一部は、１つまたは複数のワイヤレスリンクを使用して実現される。
【００２２】
　[0028]理解されるべきように、図１は、フェムト基地局の高密度な配置が存在する、た
とえば、特有の例示的な実施形態では、フェムト基地局の数がエリア内のアクティブなＵ
Ｅの数と同等であるか、またはそれを越える、たとえば、Ｋ≧Ｎである、例を示す。いく
つかの実施形態の一態様によれば、マクロ基地局１２４は、パイロットおよび対応するデ
バイス識別情報のＵＥ送信のために、周期的な専用の送信リソースを割り振る。マクロ基
地局が専用にしたＵＥパイロット送信リソースは、ＵＥパイロットと、関連の情報、たと
えば、送信されるパイロットのソースが識別されるのを可能にするデバイス識別情報とを
伝達することに専用にされるが、マクロ基地局１２４によって特定のＵＥデバイスに割り
当てられない。アクティブなＵＥデバイスは、専用のＵＥパイロット信号リソースを競合
ベースで（on a contention basis）使用し、すなわち、個々のＵＥデバイスは、集中型
コントローラによる、支援または特定のパイロット送信リソースの個々のＵＥデバイスへ
の割当てなしに、リソースを使用することを試みる。
【００２３】
　[0029]専用のＵＥパイロット送信リソースは、ユーザデータまたは他の信号のＵＥデバ
イスへの伝達のために、マクロ基地局１２４またはフェムト基地局１１２～１２０によっ
て使用されず、それらがＵＥデバイスにとってパイロット信号送信のために利用できるよ
うに、利用可能、すなわち、基地局により使用されないままにされる。専用のＵＥパイロ
ット送信リソースは、ＵＥに割り当てられてまたはＵＥによって使用される任意の通信リ
ソースに、ユーザデータをマクロ基地局またはフェムト基地局へ伝達すること、またはユ
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ーザデータをマクロ基地局またはフェムト基地局から受信することの一部として、加えら
れる。したがって、ＵＥデバイスは、専用のＵＥパイロット送信リソースでパイロットを
送信することに加えて、ユーザデータ、たとえば、オーディオ、ビデオ、またはアプリケ
ーションのデータを伝達することの一部として、パイロットを送信および／または受信し
得る。専用のＵＥパイロット送信シグナリング通信リソース（dedicated UE pilot trans
mission signaling communications resources）が、繰り返すマクロ基地局のタイミング
間隔（a recurring macro base station timing interval）の一部として、予測可能な、
たとえば、周期的ベースで繰り返す一方、個々のリソースは、ＵＥデバイスおよび基地局
１２４、１１２、１１４、１１６、１２０にとって既知のホッピングパターンを用いて、
予測可能な、たとえば、所定の方式で、経時的に周波数の中をホップし得る。いくつかの
実施形態では、アクティブなＵＥのサービング基地局は、専用のＵＥパイロット送信リソ
ースのサブセットで、パイロット信号を周期的に送信することを開始するようにアクティ
ブなＵＥをトリガし得る。
【００２４】
　[0030]少なくとも１つの実施形態では、ＵＥデバイスは、ＵＥパイロットと、関連する
信号とを送信するために専用にされたリソースの中から、使用するための送信リソースの
サブセットを選択する。送信リソースの選択は、信号エネルギーおよび／または信号の検
出に基づいてよく、ＵＥ、たとえば、ＵＥ１０２は、別のＵＥデバイスによって使用され
ていないパイロット信号送信リソースを選択することを試みる。ＵＥ１０２は、選択され
た送信リソースを使用して、パイロットを識別情報と共に送信する。パイロットは、広帯
域信号であってよく、たとえば、パイロット信号は、複数のトーン上で送信されるシーケ
ンスを含み得、たとえば、各トーンは異なる周波数に対応し、パイロット信号は、１つま
たは複数のシンボル送信時間期間の間継続し得る。ＯＦＤＭの実施形態では、パイロット
信号は、複数のトーン－シンボル上で送信されるエネルギーを含み得、たとえば、各トー
ン－シンボルが１つのシンボル送信時間期間にわたる１つのトーンに対応する。デバイス
識別情報は、パイロットトーン－シンボルを送信するために使用されるもの以外のトーン
－シンボルを使用して、パイロット、たとえば、位相およびエネルギーの所定の量を伴っ
て送信される（transmitted with）トーン、と共に送信され（be transmitted with the 
pilots）得、および／または、後続のＯＦＤＭシンボル送信時間期間の中で送信される。
【００２５】
　[0031]フェムト基地局は、ＵＥが送信したパイロット信号をモニタし、それらのパイロ
ット信号を受信し、測定、たとえば、受信信号強度、および／または、ＳＮＲ測定など、
それらのパイロット信号上での他の信号測定を実行し、測定結果と、対応するデバイス識
別子とを、ハンドオーバー決定を行うハンドオフ決定制御エンティティ、たとえば、基地
局１２４または制御ノード１３０に報告する。マクロ基地局は、同様の方式で動作し、Ｕ
Ｅが送信したパイロットをモニタし、それらのパイロット信号を受信および測定し、任意
選択で、マクロ基地局１２４がハンドオーバー制御意思決定エンティティでない場合は、
結果をデバイス識別情報と共に制御ノード１３０にレポーティングし得る。したがって、
ハンドオーバー意思決定制御エンティティは、それがマクロ基地局１２４であろうと制御
ノード１３０であろうと、専用のＵＥパイロット信号送信リソース上で受信されたパイロ
ット信号を測定することによって取得される、ＵＥパイロット信号強度測定値を受信する
。ハンドオーバー決定エンティティは、ＵＥパイロット信号測定値に加えて、ＵＥの現在
のサービング基地局から受信された信号強度情報を含み得る、受信された情報に基づいて
ハンドオーバー決定を行い、その信号強度情報は、専用のＵＥ送信パイロット通信リソー
ス上で送信されるＵＥパイロット信号から独立して生成される。ハンドオフ決定は、それ
が行われるときに、ＵＥデバイス、たとえば、ＵＥ　１　１０２にサービング基地局を介
して伝達され、ＵＥデバイスがハンドオフされるべき先のマクロ基地局またはフェムト基
地局にも、ハンドオフ決定が通知される。
【００２６】
　[0032]競合ベースで発生するＵＥパイロット信号送信のために、マクロ基地局１２４に
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よって専用にされたリソースを使用する送信は、ＵＥデバイスによって、マクロ基地局の
タイミングに対するＵＥデバイスの理解に基づいて実施される。マクロ基地局１２４がＵ
Ｅのサービング基地局として動作しているケースでは、たとえば、マクロ基地局１２４が
、その基地局によって使用されているタイミングと同期するために、ＵＥのタイミングを
どのように調整するかをＵＥに指示するユニキャスト・タイミング制御調整信号をＵＥに
送って、ＵＥは、マクロ基地局によるクローズドループ・タイミング制御を受ける（subj
ect）ことができ、場合によっては受ける。その時点でマクロ基地局１２４によってサー
ビスされていないＵＥが、専用のＵＥパイロット送信リソースを使用しようと努めるケー
スでは、マクロ基地局１２４に対して実施されるオープンループ・タイミング制御に基づ
いて、たとえば、クローズドループ・タイミング制御信号の利点なしに、マクロ基地局１
２４から受信されるブロードキャストパイロット（broadcast pilot）または他のタイミ
ング基準信号に基づいて、ＵＥは、ＵＥがＵＥパイロット信号と、識別情報とをいつ送信
するかを決定するために使用されるタイミングを制御する。ＵＥがフェムトセルによって
サービスされており、データ送信の目的でフェムトセルによってタイミング制御されてい
るケースでは、専用のＵＥパイロット信号送信リソース上でのＵＥパイロット信号のタイ
ミングを制御するために、マクロセル・ブロードキャスト信号に基づいてオープンループ
・タイミング制御を使用しながら、ＵＥ１０２は、サービングフェムトセルを対象とした
（intended for）データおよび／またはパイロットの送信を制御するために、フェムトセ
ル・タイミングを使用し得ることが、理解されるべきである。したがって、マクロセルの
カバレッジエリア内の複数のＵＥは、それらのＵＥが、専用のリソース上でのＵＥパイロ
ット信号送信の時点でフェムトセルまたはマクロセル１２４によってサービスを提供され
ているかどうかを問わず、マクロセル・タイミングに基づくＵＥパイロット信号送信タイ
ミングに基礎を置く（base）。
【００２７】
　[0033]例示的な方法に関係するステップおよびシグナリングは、図２を参照して理解さ
れ得る。図２は、１つの例示的な実施形態で使用されるステップと、関連するシグナリン
グとを示す図面２００であり、ここでは、ハンドオーバー動作は、複数のＵＥがマクロ基
地局によってサービスを提供されているかどうかにかかわらず、ＵＥデバイスによるパイ
ロット送信のために、マクロ基地局、たとえば、マクロ基地局１２４、によって専用にさ
れた送信リソース上で、ＵＥ、たとえば、ＵＥ１０２、によって送信されるパイロット上
で１つまたは複数のフェムト基地局によって実行される測定に基づいて、実行される。１
つの特徴によれば、上述のように、１つまたは複数のフェムト基地局１１８、１２０は、
ＵＥ１０２および／または他のＵＥによって送信されるパイロット上で測定を実行し、Ｕ
Ｅ１０２にサービスしているマクロ基地局１２４（または、制御ノード１３０）、たとえ
ば、ｅノードＢ、へ測定値を報告し戻す。測定報告に基づいて、基地局１２４（または、
ネットワークの制御ノード１３０）は、ハンドオーバーが実行されるべきかどうかを決定
し、もしそうなら、どのフェムト基地局へＵＥがハンドオーバーすべきかを決定する。図
２の例の説明のために、マクロ基地局１２４がハンドオーバーに先立つＵＥ１０２のサー
ビング基地局であること、およびマクロ基地局１２４がハンドオーバー意思決定エンティ
ティとして動作することを考察する。
【００２８】
　[0034]図２に示す例示的な方法に関係する様々なデバイスは、最上部に示され、ＵＥ１
０２と、マクロ基地局１２４と、フェムト基地局１１８、．．．、フェムト基地局Ｋ１２
０を含む１つまたは複数のフェムト基地局と、を含む。これらのデバイスが図１のシステ
ムの要素であること、および図２が図１のシステムで使用され得る方法を示すことが、理
解されるべきである。複数のデバイス間で交換され得る様々な信号、たとえば、パイロッ
トおよび／またはメッセージは、矢印を使用して示される。
【００２９】
　[0035]図２の例では、プロセスは、ステップ２０２で開始され、ここでは、基地局１２
４は、ステップ２０４においてＵＥデバイス１０２によって受信される同期信号を、送信
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する。ステップ２０４において、ＵＥ１０２は、タイミング情報、たとえば、ＵＥパイロ
ット信号通信リソース上でパイロット信号をいつ送信するかを決定するために使用される
タイミング情報、を取得する。したがって、いくつかの実施形態では、マクロ基地局が送
信したパイロット信号は、専用のＵＥパイロット信号送信リソース上で１つまたは複数の
パイロットをいつ送信するかを決定するために使用される、オープンループ・タイミング
制御情報として使用される。
【００３０】
　[0036]ステップ２０６において、マクロ基地局１２４は、パイロットおよび関連のデバ
イス識別情報の送信のために専用にされている周期的な送信リソースを示す情報を送信す
る。この情報は、ＵＥデバイスへ、ブロードキャストチャネル（ＢＣＨ）を使用してブロ
ードキャストされ得る。専用のＵＥパイロット送信信号リソースを示す情報の受信がステ
ップ２０８において示され、ここでは、ＵＥ１０２はその情報を受信する。専用のリソー
スを伝達する信号がブロードキャストされるので、マクロ基地局１２４の範囲内の複数の
ＵＥは、同一の情報を受信し、それらのＵＥがパイロットＵＥパイロット送信の目的で複
数のリソースから選択し得るそのリソースを知っている。
【００３１】
　[0037]一態様によれば、マクロ基地局１２４のカバレッジエリアに属するフェムト基地
局は、これらの専用の周期的な送信リソースの出現の間は、ＵＥをデータ送信または受信
のためにスケジュールしない。他の実施形態では、しかしながら、専用の周期的な送信リ
ソース以外のいくつかのリソースは、ＵＥ専用のパイロット送信シグナリングリソースを
含む時間間隔の中で使用され得るが、専用のパイロット送信リソースは、マクロおよびフ
ェムトセルにより使用されないままにされ、ＵＥは、非パイロット信号に関連するデータ
、情報または信号を伝達するために専用のパイロット信号リソースを使用しないようにさ
れる。複数のＵＥは、利用できるリソースから選択するために委ねられ（left to select
）、マクロセル送信、フェムトセル送信からの干渉なしに、およびＵＥデバイスからのユ
ーザデータ送信からの干渉なしに、パイロット信号送信のためにそれらを使用する。
【００３２】
　[0038]ブロードキャストのＵＥパイロット信号リソース情報（broadcast UE pilot sig
nal resource information）は、ＵＥパイロットおよび関連のデバイス情報、たとえば、
デバイス識別および／またはＵＥによってサポートされる通信のモードなどの、ハンドオ
ーバー決定を容易にし得る機能情報、の送信のために、マクロ基地局によって専用にされ
た送信リソースを示すが、様々な実施形態では、マクロ基地局１２４は、特有のリソース
を特定のＵＥに割り当てない。ＵＥ１０２は、たとえば、送信リソース上のエネルギーを
測定するために、専用の送信リソースをモニタし、そのリソース上で検出されたエネルギ
ーの量に基づいて、１つまたは複数の送信リソースを選択する。たとえば、ＵＥ１０２は
、検出されたエネルギーの量が最も小さい送信リソース、たとえば、空いている（vacant
）すなわち他のＵＥにより使用されていないとみなされるリソースを選択し得る。したが
って、マクロ基地局によって専用にされた送信リソースからの、１つまたは複数のリソー
スの選択は、ＵＥによって自律的になされる。選択された１つのリソースまたは複数のリ
ソースは、ＵＥパイロット信号と、対応するデバイス識別情報とを送信するために十分で
ある。パイロットと共に送信されるデバイス識別情報は、受信しているデバイスおよび／
または制御デバイスがパイロットを送信しているデバイスを識別することを可能にし、そ
れによって、パイロット信号の測定情報の、受信されたパイロット信号測定値が対応する
送信デバイスとの関連付けが可能になるという点で、重要である。
【００３３】
　[0039]次に、ステップ２１０において、決定されたタイミング、たとえば、マクロ基地
局のタイミング、に基づいて、ＵＥデバイス１０２は、パイロット信号と、ＵＥデバイス
識別情報とを、選択された送信リソース上で送信する。通信のどのモードがＵＥデバイス
によってサポートされるか、したがって、どのタイプの基地局がＵＥパイロット信号を送
信するＵＥデバイスにサービスすることができるかを、受信デバイスが決定することを可
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能にするさらなる情報が、ＵＥパイロット信号と共に送信されてよく、いくつかの実施形
態では送信される。このさらなる情報は、また、ＵＥのバッファの状態と、ＵＥのトラフ
ィックデータレートの要件と、ＱｏＳ要件とを含み、それらの情報は、受信するフェムト
基地局がＵＥデバイスにサービスすることができるかどうかを決定することを支援する。
いくつかの実施形態では、このさらなる情報は、ＵＥデバイスのサービング基地局、また
は制御ノードで利用可能であってよく、ハンドオーバー決定を行うために使用され得る。
【００３４】
　[0040]様々な実施形態では、パイロットは、ＵＥデバイス１０２から、所定の、たとえ
ば、固定で既知の電力レベルで送信される。いくつかの実施形態では、送信されるパイロ
ットは、広帯域パイロット信号であり、デバイス識別情報は、たとえば、Ｓ－ＴＭＳＩ（
ＳＡＥ一時的モバイル加入者識別）である。図に示すように、送信されるパイロットおよ
びデバイス識別情報は、フェムト基地局１１８およびフェムト基地局１２０によって、そ
れぞれ、ステップ２１４および２１６において受信される。
【００３５】
　[0041]ステップ２１４および２１６において、それぞれ、フェムト基地局１１８、１２
０は、受信されたパイロット信号上で測定を実行する。いくつかの実施形態では、測定は
、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）測定と、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定と
、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）測定と、キャリアＲＳＳＩ測定と、信号対雑音比（ＳＮ
Ｒ）測定と、信号対雑音プラス干渉比（ＳＩＮＲ）測定とを含む。したがって、いくつか
の実施形態では、フェムト基地局１１８、１２０は、ＵＥデバイス１０２からのパイロッ
ト送信上で様々な測定を実行する。ステップ２１８において、フェムト基地局１１８は、
信号強度情報と、ＵＥデバイス識別情報とを含む測定報告を、この例ではハンドオフ意思
決定エンティティ（handoff decision making entity）であると考えられる、基地局１２
４に送る。ステップ２２２において、フェムト基地局Ｋ１２０は、信号強度情報と、ＵＥ
デバイス識別情報とを含むそれの測定報告を、基地局１２４に送る。いくつかの実施形態
では、測定報告は、フェムト基地局によってＵＥのドナーｅノードＢ（donor eNodeB）に
送られる。いくつかのそのような実施形態では、フェムト基地局１１８、１２０は、パイ
ロットおよび識別情報がＵＥから受信されたＵＥの識別情報（たとえば、Ｓ－ＴＭＳＩ）
をモビリティ管理エンティティ１６０（ＭＭＥ）へ伝達することによって、パイロット信
号の測定値がＵＥために報告されるべき、ＵＥのドナーｅノードＢに関する情報を決定す
る。いくつかの他の実施形態では、フェムト基地局１１８、１２０は、測定報告を、いく
つかの実施形態においてハンドオーバー決定を行う中央制御エンティティ、たとえば、無
線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）に送る。ＵＥパイロット信号測定および報告する
処理の結果、ハンドオフ意思決定エンティティ、たとえば、マクロ基地局１２４または制
御ノード１３０は、ＵＥデバイス１０２からの同一のパイロット信号送信に対応する複数
の信号測定値を受信する。いくつかの実施形態では、パイロット信号測定の協調を容易に
するために、信号強度を報告することに加えて、フェムト基地局は、パイロット信号およ
び対応するデバイス識別子が受信された時間を報告する。これにより、ハンドオフコント
ローラは、複数のフェムトセルおよび／またはマクロ基地局１２４によって信頼できる方
式で受信されたＵＥパイロット信号の受信信号強度測定値を、互いに関連させ、比較する
ことが可能になる。
【００３６】
　[0042]ステップ２２０、２２４において、基地局１２４は、測定報告を、それぞれ、フ
ェムト基地局１１８および１２０から受信し、ＵＥ１０２が現在のサービング基地局から
別の基地局へハンドオーバーするべきか否かの決定を行うために、受信された情報を処理
する。ハンドオフ決定は、複数のフェムトセル間で、および／または、フェムトセルとマ
クロ基地局１２４との間で、ハンドオフするための決定を伴い得る。
【００３７】
　[0043]説明のため、図２の例の開始においてＵＥにサービスしている基地局１２４は、
受信された測定報告に基づいて、たとえば、フェムト基地局１１８の近い近接、より良好
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なチャネル品質および／またはより少ない負荷のため、フェムト基地局１１８が、ＵＥ１
０２にサービスするためにマクロ基地局１２４よりもさらに適当であることを決定するこ
とを考察する。ステップ２２６において、基地局１２４は、ＵＥ１０２がフェムト基地局
にハンドオーバーされようとしていることを示すハンドオーバーメッセージを、たとえば
、バックホールリンクを介して、フェムト基地局１１８に送る。ハンドオーバー情報に加
えて、フェムトＢＳ１１８に送られるハンドオーバーメッセージは、ＵＥ１０２に対応す
る、他のサービスに関連する情報を含んでよく、いくつかの実施形態では含む。ハンドオ
ーバー情報は、ステップ２２７において示されるように、フェムト基地局１１８によって
受信される。
【００３８】
　[0044]ステップ２２８では、基地局１２４は、ハンドオーバー情報を含み、ＵＥ１０２
が別の基地局へハンドオーバーするべきであることの決定を示すハンドオーバーメッセー
ジを、ＵＥ１０２に、たとえば、ワイヤレス無線通信リンクを介して送る。いくつかの実
施形態では、ＵＥ１０２に送られるハンドオーバーメッセージは、また、フェムト基地局
１１８が動作する周波数バンドに関する情報などの、１つまたは複数のパラメータを示す
情報を含む。ハンドオフが行われる先のセルが、ＵＥによってサポートされているマクロ
と異なる技術を使用するいくつかのケースでは、ハンドオフメッセージは、また、フェム
トセル１１８と通信するときに使用されるべき動作モードを示す。ＵＥ１０２は、ステッ
プ２３０において、ハンドオーバーメッセージを受信し、それを処理する。情報を処理し
、ＵＥ１０２がフェムト基地局１１８にハンドオーバーするように指示されたことを決定
した後、ＵＥ１０２は、ハンドオーバー動作を完了する。ハンドオーバーの完了に先立っ
て、ＵＥ１０２とフェムト基地局との間にさらなるシグナリング交換が存在し得ることが
、理解されるべきである。
【００３９】
　[0045]ハンドオーバーの完了に続いて、ＵＥ１０２は、タイミング情報を、ＵＥ１０２
がハンドオーバーする先のフェムト基地局１１８から取得する。いくつかの実施形態では
、タイミング情報、たとえば、フェムトと通信するためにＵＥによって使用されるタイミ
ングを進めまたは遅らせるタイミング制御情報は、ステップ２３２および２３４において
示されるように、フェムト基地局１１８から受信される信号、たとえば、クローズドルー
プ・タイミング制御信号から、取得される。いくつかの実施形態の１つの特徴によれば、
ＵＥ１０２は、ユーザデータ、たとえば、トラフィックデータを、フェムト基地局１１８
に、フェムト基地局１１８から取得されたタイミング情報に従って伝達する。ＵＥ１０２
が、送信されるべきユーザデータを有すると仮定すると、ステップ２３６において、ＵＥ
１０２は、フェムト１１８へそのユーザデータを送信し、そのユーザデータは、ステップ
２３８において示すようにフェムト基地局によって受信される。
【００４０】
　[0046]ステップ２４０において、ＵＥ１０２が、たとえば、周期的に、パイロットと、
ＵＥ識別情報とを送信することが示される。しかしながら、パイロットおよびＵＥ識別情
報が、マクロ基地局１２４から取得されたタイミング情報に従って送信されることに、留
意されたい。いくつかの実施形態では、パイロットと、ＵＥ情報とを送信するようにサー
ビングフェムト基地局１１８によって通知されるまで、ＵＥ１０２は、パイロットと、Ｕ
Ｅ情報とを、周期的に送信する必要はない。サービング基地局は、フェムト基地局１１８
とＵＥ１０２との間の推定される経路損失に基づいて、ＵＥにパイロットを送信するよう
に通知する。
【００４１】
　[0047]上記で説明したいくつかの例は、様々な特徴について説明するために使用された
が、いくつかの実施形態において使用される方法は、図３に示すフローチャートに鑑みて
考慮されると、一層明らかになろう。
【００４２】
　[0048]図３は、例示的な実施形態による、通信デバイス、たとえば、ＵＥ、を動作させ
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る例示的な方法のステップを示すフローチャート３００である。いくつかの実施形態では
、フローチャート３００の方法を実施するＵＥデバイスは、図１に示される複数のＵＥの
うちの任意の１つである。説明のため、ＵＥ　１　１０２がフローチャート３００の方法
を実施するデバイスであることを考察する。
【００４３】
　[0049]動作はステップ３０２において開始する。ステップ３０２において、ＵＥ１　１
０２は、パワーオンされ、初期化される。動作は、開始ステップ３０２から、いくつかの
実施形態では非同期的に実行されるステップ３０４および３０６に進む。ステップ３０４
において、ＵＥ１　１０２は、パイロットおよび関連のデバイス情報のＵＥデバイスによ
る送信のために、マクロ基地局によって専用にされた送信リソースを、その送信リソース
上でのエネルギーのためにモニタすることを開始する。様々な実施形態では、ＵＥ１　１
０２は、専用の送信リソース上のエネルギーを検出するために、モニタすることを実行す
る。このことは、ＵＥ１０２が専用の送信リソース上のエネルギーを測定するステップ３
０５において示される。前に説明したように、エネルギーを測定することの目的は、低い
、たとえば、しきい値レベルよりも下の、または最小の、エネルギーを有する送信リソー
スを見つけることである。一態様によれば、最も小さい検出されたエネルギーを有する送
信リソースは、空いている（vacant）／占有されていないとみなされ、ＵＥによるパイロ
ット送信のために最も適当であると考えられる。いくつかの実施形態では、関連のデバイ
ス情報は、たとえば、デバイス識別子である。
【００４４】
　[0050]動作はステップ３０４からステップ３０８に進む。ステップ３０８において、Ｕ
Ｅ１０２は、パイロットおよび関連のデバイス情報の送信のために、マクロ基地局によっ
て専用にされた送信リソースの中から、送信リソースを選択する。様々な実施形態では、
ステップ３１０は、選択ステップ３０８の一部として実行され、ここでは、ＵＥは、パイ
ロットおよび関連のデバイス情報の送信のために、マクロ基地局によって専用にされた送
信リソースのうちの、異なる送信リソース上で測定されたエネルギーの量に基づいて、送
信リソースを選択する。いくつかの実施形態では、ＵＥ１０２は、最も小さいエネルギー
が検出される１つまたは複数の送信リソースを選択する。
【００４５】
　[0051]ステップ３０６に戻る。ステップ３０６において、ＵＥ１０２は、同期信号を、
マクロ基地局、たとえば、基地局１２４から受信する。様々な実施形態では、ＵＥ１０２
は、パイロット信号を送信するためのタイミング情報を、マクロ基地局から受信される同
期信号から取得する。
【００４６】
　[0052]動作はステップ３０６および３０８からステップ３１２に進む。ステップ３１２
において、ＵＥ１０２は、パイロットおよび関連のデバイス情報の送信のために、マクロ
基地局によって専用にされた送信リソース上で、たとえば、専用の送信リソースの中から
選択された送信リソース上で、パイロット信号と、デバイス識別情報とを送信する。いく
つかの実施形態では、送信されるパイロット信号は、広帯域パイロットであり、デバイス
識別情報は、たとえば、Ｓ－ＴＭＳＩである。いくつかの実施形態の一態様によれば、ス
テップ３１４と３１６のうちの一方または両方は、ステップ３１２の一部として実行され
る。したがって、ステップ３１４に示されるように、いくつかの実施形態では、ＵＥ１０
２は、マクロ基地局から受信される同期信号に基づいて決定された時間において、パイロ
ット信号と、デバイス識別情報とを送信する。いくつかの実施形態では、同期信号は、た
とえば、マクロ基地局によって送信されるダウンリンクタイミング基準信号、ビーコン信
号またはオープンループ・タイミング制御信号などの他のタイミング同期信号である。ス
テップ３１６に示されるように、いくつかの実施形態では、ＵＥ１０２は、パイロット信
号およびデバイス識別情報の少なくとも一部分を、所定の、たとえば、固定で既知の送信
電力レベルで送信する。
【００４７】
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　[0053]動作はステップ３１２からステップ３１８に進む。ステップ３１８において、Ｕ
Ｅ１０２は、ＵＥデバイスがサービング基地局からフェムト基地局、たとえば、フェムト
基地局４　１１８、へのハンドオフを実行するべきであることを示すハンドオーバー情報
を、サービング基地局から受信する。いくつかの実施形態では、サービング基地局は、Ｕ
Ｅがユーザデータを伝達している相手である基地局である。いくつかの実施形態では、サ
ービング基地局は、マクロ基地局、たとえば、基地局１２４である。いくつかの実施形態
では、サービング基地局は、第２のフェムト基地局、たとえば、フェムト基地局１　１１
２であり、第２のフェムト基地局は、ＵＥ１０２がハンドオーバーするように指示される
先のフェムト基地局と異なる。したがって、サービング基地局は、パイロット送信のため
の送信リソースを専用にするマクロ基地局でよく、または、ユーザデータの伝達のために
ＵＥにサービスしているフェムト基地局でさえよいことが、理解されるべきである
　[0054]動作はステップ３１８からステップ３２０に進む。ステップ３２０において、Ｕ
Ｅ１０２は、ハンドオーバー情報をサービング基地局から受信したことに応答して、サー
ビング基地局からフェムト基地局へのハンドオーバー動作を完了する。
【００４８】
　[0055]動作は、ステップ３２０から、いくつかの実施形態では独立して同時に実行され
るステップ３２２および３２４に進む。ステップ３２２において、ＵＥ１０２は、タイミ
ング情報を、ハンドオーバーの完了の後の、ＵＥ１０２のための新しいサービングアクセ
スポイントであるフェムト基地局から取得する。いくつかの実施形態では、フェムト基地
局から取得されるタイミング情報は、ＵＥ１０２によってフェムト基地局から受信される
タイミング制御信号、たとえば、クローズドループ・タイミング制御信号、から導き出さ
れる。いくつかの実施形態では、フェムト基地局は、フェムト基地局においてＵＥ１０２
から受信される信号に基づいてタイミングを遅らせまたは進めるために、クローズドルー
プ・タイミング制御信号をＵＥ１０２に送信、たとえば、ユニキャストする。動作はステ
ップ３２２からステップ３２６に進む。ステップ３２６において、ＵＥ１０２は、フェム
ト基地局から取得されたタイミング情報に従って、ユーザデータをフェムト基地局に送信
する。いくつかの実施形態では、ユーザデータは、マクロ基地局によって使用される周波
数バンドと異なる周波数バンド上で送信される。動作はステップ３２６からステップ３０
４に戻る。
【００４９】
　[0056]ステップ３２４に戻る。ステップ３２４において、ＵＥ１０２は、たとえば、同
期信号などのマクロ基地局から受信されるさらなる信号に基づいて、タイミング情報を取
得および／または更新する。ＵＥ１０２は、同期信号をマクロ基地局から周期的ベースで
（on a periodic basis）受信し、以前にマクロ基地局から取得されたタイミング情報を
更新してもよく、いくつかの実施形態では受信および更新する。様々な実施形態では、Ｕ
Ｅ１０２は、パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報とを送信するときに、更新された
タイミング情報を使用する。動作はステップ３２４からステップ３２８に進む。ステップ
３２８では、ＵＥは、たとえば、周期的に、パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報と
を、マクロ基地局から取得されたタイミング情報、たとえば、更新されたタタイミング情
報に従って送信する。動作はステップ３２８からステップ３０４に戻り、動作は、このよ
うにして経時的に継続し得る。
【００５０】
　[0057]図４は、例示的な実施形態による、たとえば、サービング基地局、たとえば、ｅ
ノードＢ、からＵＥデバイス、たとえば、ＵＥ１０２、へ伝達される例示的なハンドオー
バー情報メッセージ４００を示す。いくつかの実施形態では、ハンドオーバー情報メッセ
ージ４００は、ハンドオーバー情報メッセージ４００が伝達される先のＵＥ１０２にサー
ビスする基地局によって生成される。いくつかの他の実施形態では、ハンドオーバー決定
は、ハンドオーバーメッセージ４００を生成して、それをＵＥへ、たとえば、その時点で
ＵＥにサービスしている基地局を介して伝達する、中央制御ノードによってなされる。
【００５１】
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　[0058]図示のように、例示的なハンドオーバー情報メッセージ４００は、メッセージタ
イプＩＤフィールド４０２と、ソースＩＤフィールド４０４と、宛先デバイスＩＤフィー
ルド４０６と、フェムト基地局ＩＤフィールド４０８と、フェムトＢＳリソース情報フィ
ールド４１０とを含む、複数の情報フィールドを含む。
【００５２】
　[0059]メッセージタイプＩＤフィールド４０２は、メッセージ４００が関連するメッセ
ージのタイプを識別する識別子を含み、たとえば、フィールド４０２の中の情報は、メッ
セージ４００が、ＵＥがハンドオーバー動作を実行するためのハンドオーバー情報を含む
、ことを識別する。ＢＳ１２４が、メッセージ４００が伝達される先のＵＥにサービスし
ていると仮定すると、ソースＩＤ４０４は、メッセージ４００を送信しているサービング
基地局（ＢＳ）に対応する識別子、たとえば、基地局１２４のＩＤを含む。
【００５３】
　[0060]宛先デバイスＩＤフィールド４０６は、ハンドオーバー情報メッセージが送られ
る先の宛先デバイスに対応する識別子を含む。したがって、メッセージ４００がＵＥ１０
２へ送られる、図４の示される例では、宛先デバイスＩＤフィールド４０６は、ＵＥ１０
２に対応するデバイス識別情報を含む。いくつかの実施形態では、ハンドオーバーメッセ
ージ４００が複数のデバイスへブロードキャストされている場合、フィールド４０６は、
ブロードキャストグループ識別子を含み得る。
【００５４】
　[0061]情報フィールド４０８は、フェムト基地局に対応する識別情報、たとえば、ＵＥ
デバイスがハンドオーバーするように指示されている先のフェムト基地局１１８のＩＤ、
を含む。フェムトＢＳリソース情報フィールド４１０は、フェムトＢＳリソースに関する
情報、たとえば、フェムト基地局へハンドオフしているＵＥ１０２にとって有用な、動作
周波数バンド、通信パラメータなど、を含む。
【００５５】
　[0062]図５は、例示的な実施形態による、基地局、たとえば、ｅノードＢ、または、中
央制御ノード、から、フェムト基地局、たとえば、ＵＥデバイスがハンドオーバーしよう
としている先のフェムト基地局１１８、へ伝達される、別の例示的なハンドオーバー情報
メッセージ５００を示す。実施形態に応じて、ハンドオーバー情報メッセージ５００は、
フェムト基地局へハンドオーバーしているＵＥにサービスしているサービング基地局、ま
たは中央制御装置のいずれかによって、生成され得る。ハンドオーバー決定が中央制御ノ
ードによってなされる実施形態では、ハンドオーバーメッセージ５００は、制御ノードに
よって生成され、フェムト基地局へ、たとえば、バックホールを介して伝達される。説明
のため、ハンドオーバーメッセージ５００は、ＵＥ１０２にサービスしているサービング
基地局、たとえば、ＢＳ１２４によって生成されることを考察する。
【００５６】
　[0063]図示のように、例示的なハンドオーバー情報メッセージ５００は、メッセージタ
イプＩＤフィールド５０２と、ソースＩＤフィールド５０４と、宛先デバイスＩＤフィー
ルド５０６と、ＵＥデバイスのＩＤ情報を含むフィールド５０８と、ＵＥデバイスサービ
スおよび／またはセッション関連の情報フィールド５１０と、を含む、複数の情報フィー
ルドを含む。
【００５７】
　[0064]メッセージタイプＩＤフィールド５０２は、メッセージ５００が関係するメッセ
ージのタイプを識別する識別子を含み、たとえば、フィールド５０２の中の情報は、メッ
セージ５００がフェムト基地局のためのハンドオーバー関連の情報を含むことを識別する
。ソースＩＤ５０４は、ハンドオーバーメッセージ５００を送信しているエンティティに
対応する識別子を含む。たとえば、ハンドオーバーメッセージ５００が基地局、たとえば
、フェムトＢＳへハンドオーバーされるべきＵＥにサービスしているＢＳ１２４、によっ
て送信されると仮定すると、フィールド５０４は、基地局をメッセージ５００のソースと
して識別する、サービングＢＳ１２４に対応する識別情報を含むはずである。
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【００５８】
　[0065]宛先デバイスＩＤフィールド５０６は、ハンドオーバー情報メッセージ５００が
送られる先の宛先デバイスに対応する識別子を含む。したがって、ＩＤフィールド５０６
は、メッセージ５００が向けられる（directed）フェムト基地局に対応する識別情報を含
む。
【００５９】
　[0066]情報フィールド５０８は、メッセージ５００が送られる先のフェムト基地局へハ
ンドオーバーされるべきＵＥデバイスに対応する識別情報、たとえば、ＵＥ１０２に対応
するＩＤ情報を含む。ＵＥデバイスサービスおよび／またはセッション関連の情報フィー
ルド５１０は、フェムト基地局へハンドオーバーしているＵＥデバイスに対応するサービ
スおよび／またはセッション関連の情報を含む。いくつかの実施形態では、サービスおよ
び／またはセッション関連の情報は、たとえば、ＵＥデバイスのユーザサービスプロファ
イル、サービス品質（ＱｏＳ）パラメータ、ＵＥデバイスとサービング基地局との間で進
行中のセッションに関するセッション関連の情報などを、含む。ＵＥがハンドオーバーさ
れる先のフェムト基地局が、ＵＥの前のサービング基地局からのＵＥによって資されて（
availed）いたサービスを提供できるように、そのような情報が提供されることが理解さ
れるべきである。
【００６０】
　[0067]図６は、例示的な一実施形態による、例示的なユーザ機器（ＵＥ）デバイス６０
０、たとえば、ワイヤレス端末の図である。ＵＥデバイス６００は、図１のシステムの中
で示される複数のＵＥのうちの任意の１つとして使用され得る。例示的なユーザ機器デバ
イス６００は、図３のフローチャート３００による方法を実施してよく、時には実施する
。
【００６１】
　[0068]ＵＥデバイス６００は、プロセッサ６０２と、様々な要素（６０２、６０４）が
、データと、情報とを、その上で交換し得るバス６０９を介して、一緒に結合されている
メモリ６０４とを含む。ＵＥデバイス６００は、さらに、図示のようにプロセッサ６０２
に結合され得る、入力モジュール６０６と、出力モジュール６０８とを含む。ただし、い
くつかの実施形態では、入力モジュール６０６および出力モジュール６０８は、プロセッ
サ６０２の内部に位置する。入力モジュール６０６は、入力信号を受信することができる
。入力モジュール６０６は、ワイヤレス通信リンクを介して入力を受信するためのワイヤ
レス受信機６２０と、有線および／または光学のリンクを介して入力を受信するための有
線および／または光学の入力受信機モジュール６２２とを含むことができ、いくつかの実
施形態では含む。出力モジュール６０８は、ワイヤレス通信リンクを介して出力信号を送
信するためのワイヤレス送信機６２６と、有線および／または光学のリンクを介して出力
信号を送信するための出力を送信するための有線または光学の出力インターフェース６２
８とを含んでよく、いくつかの実施形態では含む。いくつかの実施形態では、メモリ６０
４は、ルーチン６１１と、データ／情報６１３とを含む。
【００６２】
　[0069]プロセッサ６０２は、いくつかの実施形態では、パイロットおよび関連のデバイ
ス情報のＵＥデバイスによる送信のために、マクロ基地局、たとえば、マクロＢＳ１２４
、によって専用にされた送信リソースを、その送信リソース上のエネルギーのためにモニ
タするように構成される。様々な実施形態では、プロセッサ６０２は、送信リソース上の
エネルギーのために専用の送信リソースをモニタすることの一部として、専用の送信リソ
ース上のエネルギーを測定し、最も低いレベルのエネルギーが検出された送信リソースを
識別するように構成される。
【００６３】
　[0070]プロセッサ６０２は、さらに、パイロットおよび関連のデバイス情報の送信のた
めに、マクロ基地局によって専用にされた送信リソースの中から、送信リソースを選択す
るように構成される。送信リソースを選択することの一部として、プロセッサ６０２は、
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パイロットおよび関連のデバイス情報の送信のために、マクロ基地局によって専用にされ
た送信リソースのうちの、異なる送信リソース上で測定されたエネルギーの量に基づいて
、送信リソースを選択するように構成される。いくつかの実施形態では、プロセッサ６０
２は、選択するように構成されていることの一部として、最も小さいエネルギーが検出さ
れた１つまたは複数の送信リソースを選択するように構成される。
【００６４】
　[0071]様々な実施形態では、プロセッサ６０２は、マクロ基地局からの同期信号をモニ
タし、それを受信するように構成される。様々な実施形態では、プロセッサ６０２は、パ
イロット信号を送信するためのタイミング情報を、マクロ基地局から（たとえば、受信機
６２０を介して）受信される同期信号から取得するように構成される。
【００６５】
　[0072]様々な実施形態では、プロセッサ６０２は、パイロットおよび関連のＵＥデバイ
ス情報の送信のために、マクロ基地局によって専用にされた送信リソース上で、たとえば
、選択された送信リソース上で、パイロット信号と、デバイス識別情報とを（たとえば、
送信機６２６を介して）送信するように構成される。いくつかの実施形態では、送信され
るパイロット信号は、広帯域パイロットであり、デバイス識別情報は、たとえば、Ｓ－Ｔ
ＭＳＩである。いくつかの実施形態では、プロセッサ６０２は、マクロ基地局から受信さ
れる同期信号に基づいて決定された時間において、パイロット信号と、デバイス識別情報
とを送信するように構成される。いくつかの実施形態では、同期信号は、たとえば、マク
ロ基地局によって送信されるダウンリンクタイミング基準信号、ビーコン信号またはオー
プンループ・タイミング制御信号などの他のタイミング同期信号である。いくつかの実施
形態では、プロセッサ６０２は、パイロット信号およびデバイス識別情報の少なくとも一
部分を、所定の、たとえば、固定で既知の送信電力レベルで（たとえば、送信機６２６を
介して）送信するように構成される。
【００６６】
　[0073]様々な実施形態では、プロセッサ６０２は、さらに、ＵＥデバイスがサービング
基地局からフェムト基地局へのハンドオフを実行するべきであることを示すハンドオーバ
ー情報を、サービング基地局から（たとえば、受信機６２０を介して）受信するように構
成される。いくつかの実施形態では、サービング基地局は、ＵＥ１０２がユーザデータを
伝達する相手である基地局である。いくつかの実施形態では、サービング基地局は、マク
ロ基地局、たとえば、基地局１２４である。いくつかの実施形態では、サービング基地局
は、第２のフェムト基地局、たとえば、フェムト基地局１　１１２であり、第２のフェム
ト基地局は、ＵＥ１０２がハンドオーバーするように指示されている先のフェムト基地局
と異なる。
【００６７】
　[0074]プロセッサ６０２は、様々な実施形態では、さらに、ハンドオーバー情報をサー
ビング基地局から受信することに応答して、サービング基地局からフェムト基地局へのハ
ンドオーバー動作を完了するように構成される。いくつかの実施形態では、プロセッサ６
０２は、さらに、ハンドオーバーの完了の後の、ＵＥ１０２のための新しいサービングア
クセスポイントであるフェムト基地局から、タイミング情報を取得するように構成される
。いくつかの実施形態では、フェムト基地局から取得されたタイミング情報は、フェムト
基地局から受信されるタイミング制御信号、たとえば、クローズドループ・タイミング制
御信号、から導き出される。いくつかの実施形態では、クローズドループ・タイミング制
御信号は、タイミング、たとえば、送信タイミングを遅らせまたは進めるための命令を含
む。
【００６８】
　[0075]いくつかの実施形態では、プロセッサ６０２は、さらに、フェムト基地局から取
得されたタイミング情報に従って、ユーザデータをフェムト基地局へ（たとえば、送信機
６２６を介して）送信するように構成される。いくつかの実施形態では、プロセッサ６０
２は、さらに、マクロ基地局によって使用される周波数バンドと異なる周波数バンド上で
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、ユーザデータを（たとえば、送信機６２６を介して）送信するように構成される。
【００６９】
　[0076]いくつかの実施形態では、プロセッサ６０２は、さらに、たとえば、同期信号な
どのマクロ基地局から受信されるさらなる信号に基づいて、タイミング情報を取得および
／または更新するように構成される。ＵＥ６００は、同期信号をマクロ基地局から周期的
ベースで（たとえば、受信機６２０を介して）受信し、以前にマクロ基地局から取得され
たタイミング情報を更新してよく、いくつかの実施形態では受信および更新する。様々な
実施形態では、プロセッサ６０２は、さらに、パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報
とを送信するときに、更新されたタイミング情報を使用するように構成される。
【００７０】
　[0077]いくつかの実施形態では、プロセッサ６０２は、さらに、たとえば、マクロ基地
局から取得されたタイミング情報、たとえば、更新されたタイミング情報に従って、パイ
ロット信号と、ＵＥデバイス識別情報とを、たとえば、送信機６２６を介して、送信する
ように構成される。いくつかの実施形態では、パイロット信号およびＵＥデバイス識別情
報は、周期的に送信される。
【００７１】
　[0078]図７は、図６に示すユーザ機器デバイス６００で使用されることができる、およ
び、いくつかの実施形態では使用される、モジュールの集合７００である。モジュールの
集合７００は、図６のＵＥデバイス６００のプロセッサ６０２内に、たとえば、別個の回
路として、ハードウェアで実装され得る。集合７００のモジュールは、プロセッサ６０２
内に、たとえば、別個の回路として、完全にハードウェアで実装されてよく、いくつかの
実施形態では実装される。他の実施形態では、モジュールのうちのいくつかは、プロセッ
サ６０２内の、たとえば、回路として実装され、他のモジュールは、プロセッサの外部に
ありプロセッサに結合される、たとえば、回路として実装される。理解されるべきである
ように、プロセッサ上のモジュール、および／またはプロセッサの外部にあるいくつかの
モジュールの統合のレベルは、設計の選択のうちの１つであり得る。いくつかの、しかし
必ずしもすべてとは限らない実施形態では、モジュール７０５、７０７、７０８、７１０
、７２０、７２２、７２４などはプロセッサ６０２で実施され、他のモジュール、たとえ
ば、モジュール７０６、７１２、７１８、７２６、７２８は、プロセッサの中、および／
またはプロセッサ６０２の外部で実施される。
【００７２】
　[0079]あるいは、回路として実装されるよりはむしろ、モジュールのうちの全部または
一部は、ソフトウェアで実装され、ＵＥデバイス６００のメモリ６０４に記憶され、モジ
ュールがプロセッサ、たとえば、プロセッサ６０２によって実行されるときに、モジュー
ルに対応する機能を実施するように、そのモジュールがＵＥデバイス６００の動作を制御
してもよい。いくつかのそのような実施形態では、モジュールの集合７００は、図６のデ
バイス６００のメモリ６０４のルーチン６１１に含まれる。さらに他の実施形態では、様
々なモジュールは、ハードウェアとソフトウェアの組合せとして実装され、たとえば、プ
ロセッサの外部のセンサまたは別の回路が入力をプロセッサ６０２に供給し、次いで、プ
ロセッサ６０２が、ソフトウェア制御のもとでモジュールの機能の一部分を実行するよう
に動作する。
【００７３】
　[0080]図６に単一のプロセッサ、たとえば、コンピュータとしての実施形態を示すが、
プロセッサ６０２は、１つまたは複数のプロセッサ、たとえば、コンピュータとして実現
され得ることが理解されるべきである。
【００７４】
　[0081]ソフトウェアで実装される場合、モジュールは、プロセッサ６０２によって実行
されるときに、モジュールに対応する機能を実施するように、プロセッサ６０２を構成す
るコードを含む。モジュールの集合７００がメモリ６０４に記憶されている実施形態では
、メモリ６０４は、少なくとも１つのコンピュータ、たとえば、プロセッサ６０２に、モ
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ジュールが対応する機能を実施させるためのコード、たとえば、各モジュールに対して別
々のコード、を備える、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品であ
る。
【００７５】
　[0082]完全にハードウェアベースまたは完全にソフトウェアベースのモジュールが、使
用されてもよい。しかしながら、ソフトウェアとハードウェアの任意の組合せ、たとえば
、回路が実装されたモジュールが、機能を実施するために使用され得ることが、理解され
るべきである。理解されるべきであるように、図７に示すモジュールは、図３の方法のフ
ローチャート３００に示す対応するステップの機能を実行するように、ＵＥデバイス６０
０、またはプロセッサ６０２などのその中の要素を制御および／または構成する。
【００７６】
　[0083]モジュールの集合７００は、図３に示す方法の各ステップに対応するモジュール
を含む。図３に示す対応するステップを実行し、または実行するようにプロセッサ６０２
を制御する図７のモジュールは、３で始まることの代わりに７で始まる番号を用いて識別
される。たとえば、モジュール７０４は、ステップ３０４に相当し、ステップ３０４に関
して述べられる動作を実行するための責任を担う。
【００７７】
　[0084]図７に示すように、モジュールの集合７００は、パイロットおよび関連のデバイ
ス情報のＵＥデバイスによる送信のために、マクロ基地局によって専用にされた送信リソ
ースを、その送信リソース上のエネルギーのためにモニタするように構成されるモジュー
ル７０４と、専用の送信リソース上のエネルギーを測定するように構成されるモジュール
７０５と、パイロットおよび関連のデバイス情報の送信のために、マクロ基地局によって
専用にされた送信リソースの中から、最も低いレベルのエネルギーが検出される送信リソ
ースを識別するように構成されるモジュールと、同期信号をマクロ基地局から受信するよ
うに構成されるモジュール７０６とを含む。いくつかの実施形態では、モジュール７０６
は、さらに、たとえば、パイロット信号を送信するために使用されるタイミング情報を、
マクロ基地局から受信される同期信号から取得するように構成される。
【００７８】
　[0085]様々な実施形態では、モジュールの集合７００は、さらに、最も低いレベルのエ
ネルギーが、たとえば、モジュール７０５によって測定される、検出される専用の送信リ
ソースを識別するように構成されるモジュール７０７と、パイロットおよび関連のデバイ
ス情報の送信のために、マクロ基地局によって専用にされた送信リソースの中から、送信
リソースを選択するように構成されるモジュール７０８とを含む。いくつかの実施形態で
は、選択モジュール７０８は、さらに、パイロットおよび関連のデバイス情報の送信のた
めに、マクロ基地局によって専用にされた送信リソースのうちの、異なる送信リソース上
で測定されたエネルギーの量に基づいて、送信リソースを選択するように構成されるモジ
ュール７１０を含む。いくつかの実施形態では、モジュール７１０は、最も小さいエネル
ギーが検出される、１つまたは複数の送信リソースを選択するように構成される。
【００７９】
　[0086]様々な実施形態では、モジュールの集合７００は、さらに、パイロットおよび関
連のＵＥデバイス情報の送信のために、マクロ基地局によって専用にされた送信リソース
上で、たとえば、選択された送信リソース上で、パイロット信号と、デバイス識別情報と
を送信するように構成されるモジュール７１２と、ＵＥデバイスがサービング基地局から
フェムト基地局へのハンドオフを実行するべきであることを示すハンドオーバー情報を、
サービング基地局から受信するように構成されるモジュール７１８と、ハンドオーバー情
報をサービング基地局から受信することに応答して、サービング基地局からフェムト基地
局へのハンドオーバー動作を実行し、完了するように構成されるモジュール７２０とを含
む。いくつかの実施形態では、モジュール７１２は、マクロ基地局から受信される同期信
号に基づいて決定された時間において、パイロット信号と、デバイス識別情報とを送信す
るように構成されるモジュール７１４と、所定の、たとえば、固定で既知の送信電力レベ



(21) JP 2016-510193 A 2016.4.4

10

20

30

40

50

ルで、パイロット信号およびデバイス識別情報の少なくとも一部分を送信するように構成
されるモジュール７１６とを含む。いくつかの実施形態では、同期信号は、たとえば、マ
クロ基地局によって送信されるダウンリンクタイミング基準信号、ビーコン信号またはオ
ープンループ・タイミング制御信号などの他のタイミング同期信号である。
【００８０】
　[0087]いくつかの実施形態では、サービング基地局は、ＵＥ６００がユーザデータを伝
達する相手である基地局である。いくつかの実施形態では、サービング基地局は、マクロ
基地局である。いくつかの実施形態では、サービング基地局は、第２のフェムト基地局で
あり、第２のフェムト基地局は、ＵＥ６００がハンドオーバーするように指示されている
先のフェムト基地局と異なる。いくつかの実施形態では、送信されるパイロット信号は、
広帯域パイロットであり、デバイス識別情報は、たとえば、Ｓ－ＴＭＳＩである。
【００８１】
　[0088]いくつかの実施形態では、モジュールの集合７００は、さらに、ハンドオーバー
の完了に続いて、ＵＥがハンドオーバーされた先のフェムト基地局から、タイミング情報
を取得するように構成されるモジュール７２２を含む。いくつかの実施形態では、モジュ
ール７２２は、フェムト基地局から受信されるタイミング制御信号、たとえば、クローズ
ドループ・タイミング制御信号、から、タイミング情報を導き出すように構成される。モ
ジュールの集合は、いくつかの実施形態では、さらに、フェムト基地局から取得されたタ
イミング情報に従って、ユーザデータをフェムト基地局へ送信するように構成されるモジ
ュール７２６を含む。いくつかの実施形態では、モジュール７２６は、さらに、マクロ基
地局によって使用される周波数バンドと異なる周波数バンド上で、ユーザデータを送信す
るように構成される。
【００８２】
　[0089]いくつかの実施形態では、モジュール７００の集合は、さらに、たとえば、マク
ロ基地局から受信される同期信号などのさらなる信号に基づいて、タイミング情報を取得
および／または更新するように構成されるモジュール７２４と、たとえば、周期的に、パ
イロット信号と、ＵＥデバイス識別情報とを、マクロ基地局から取得されたタイミング情
報、たとえば、更新されたタイミング情報に従って送信するように構成されるモジュール
７２８とを含む。
【００８３】
　[0090]いくつかの実施形態では、モジュール７０６は、同期信号をマクロ基地局から周
期的ベースで受信するように構成される。様々な実施形態では、モジュール７２４は、モ
ジュール７０６によって受信された最近のタイミング信号に基づいてタイミング情報を取
得し、以前に取得されたタイミング情報を更新する。様々な実施形態では、モジュール７
２８は、パイロット信号と、ＵＥデバイス識別情報とを送信するときに、更新されたタイ
ミング情報を使用するように構成される。
【００８４】
　[0091]点線ボックス中に示されたモジュールは任意選択であり、したがって、これらの
モジュールのうちの１つまたは複数は、いくつかの実施形態では存在し、他の実施形態で
は存在しないことがある。点線ボックスは、様々な実施形態では、これらのモジュールが
モジュールの集合７００に含まれるが、プロセッサ６０２は、これらのモジュールが対応
するステップが実行される実施形態では、そのような任意選択のモジュールを実行し得る
ことを示す。いくつかの実施形態では、別のモジュール内に含まれる、図７に示す１つま
たは複数のモジュールは、独立した１つのモジュールまたは複数のモジュールとして実装
され得る。
【００８５】
　[0092]様々な例示的な実施形態が述べられたが、本明細書に記載される特徴は、幅広い
実施形態および応用例で使用され得る。
【００８６】
　[0093]一態様によれば、いくつかの実施形態に従って提案される例示的な方法は、広帯
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域パイロットのような信号を送信するためにアクティブなＵＥ（たとえば、ＬＴＥの実施
形態でのＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ　ＵＥなど）に対する、アップリンク（ＵＬ）リソ
ース内の周期的なリソースをマクロ基地局が割り振ることを含む。スモールセル、たとえ
ば、マクロ基地局のカバレッジエリアに属する、たとえば、マクロ基地局のカバレッジエ
リア内のフェムト基地局は、少なくともいくつかの実施形態では、これらの周期的なリソ
ース中にいかなるＵＥもスケジュールしない。
【００８７】
　[0094]いくつかの実施態様では、様々なアクティブなＵＥは、リソースのうちの１つを
自律的に選び、周期的なリソースのうちの１つで、広帯域パイロットおよびそのＵＥの識
別（たとえば、Ｓ－ＴＭＳＩ）を周期的に送信する。送信リソースの選択は、いくつかの
実施形態では、以下のことのうちの１つまたは複数を伴う。すなわち、ＵＥは、リソース
上の受信信号強度に基づいてリソースが占有されているかどうかを決定し、ＵＥは、空い
ているとみなされるリソース、たとえば、エネルギーを検出するためにリソースをモニタ
するときに測定されるエネルギーが最も小さいリソース、を選び、および／または、ＵＥ
は、所定の、たとえば、固定で既知の電力レベルを使用して、デバイス識別情報と共に送
信する。
【００８８】
　[0095]様々な実施形態では、パイロット送信の目的でのリソース選択は、ＵＥによって
自律的になされる。マクロ基地局またはスモールセルは、パイロット送信リソースを特定
のＵＥに割り振らない。この手法に関する理由は、マクロセルまたはスモールセル（フェ
ムト）は、どのＵＥがリソースを空間的に再利用できるかが分からない場合があること、
マクロセルまたはスモールセル（フェムト）は、ＵＥがスモールセルまたはマクロに接続
されているかどうかが分からない場合があること、という事実を含む。
【００８９】
　[0096]様々な実施形態では、マクロセル内のアクティブなＵＥは、マクロ基地局１２４
によって専用にされたＵＥパイロット信号リソース上でいつパイロット信号を送信するか
を決定するとき、共通のソースから導き出されるタイミングを使用する。たとえば、いく
つかの実施形態では、ＵＥは、マクロ基地局のダウンリンク（ＤＬ）時間を使用する。い
くつかの他の実施形態では、ＵＥは、たとえＵＥがマクロ基地局１２４に接続されていな
い場合でも、マクロ基地局１２４へ送信するために求められるＵＬタイミングを使用する
。いくつかの実施形態では、ＵＥは、専用のＵＥパイロット送信信号リソースでのＵＥパ
イロット信号送信のために、ＵＥの現在のＵＬタイミングを使用できず、使用しないこと
が、理解されるべきである。たとえば、マクロ基地局１２４と通信している第１のＵＥ１
０２およびフェムト基地局１１４と通信している第２のＵＥ１０４のＵＬタイミングは、
異なっていてもよく、シンボル送信のために使用されるサイクリックプレフィックス（Ｃ
Ｐ：cyclic prefix）の長さより大きいオフセットを有してもよい。そのようなケースで
は、サービングフェムト基地局１１４へ送信される信号は、別のタイミング基準、たとえ
ば、望ましいすべてのフェムト基地局１２０　１１４にとって利用できるタイミング基準
、を使用しているパイロットを受信するためにモニタしている他のフェムト基地局１２０
において、同期的でないかもしれない。
【００９０】
　[0097]いくつかの実施形態では、フェムト基地局は、パイロット信号送信を受信し、Ｕ
Ｅパイロット送信のＲＳＳＩを測定し、パイロット信号と共に伝達されるデバイスのデバ
イス識別子などの任意の情報を復号し、識別されたＵＥのドナーｅノードＢ（ｅＮＢ）お
よび／またはシステムコントローラ１３０に、信号測定値と、他の情報とを報告する。フ
ェムト基地局１１４、１２０は、少なくともいくつかの実施形態では、パイロットがＵＥ
１０２から受信されるそのＵＥ１０２の識別（Ｓ－ＴＭＳＩ）をモビリティ管理エンティ
ティ（ＭＭＥ）１６０へ、たとえば、Ｓ１インターフェースを介して伝達することによっ
て、ドナーｅＮＢを決定することができ、信号測定値と、関連の情報とを、識別されたド
ナーｅＮＢに報告することができる。



(23) JP 2016-510193 A 2016.4.4

10

20

30

40

50

【００９１】
　[0098]代替的に、いくつかの他の実施形態では、フェムト基地局１１４、１２０は、パ
イロット信号が識別されたＵＥから受信されるその識別されたＵＥが位置するマクロセル
内で、ハンドオーバー決定を行う中央エンティティ、たとえば、マクロ基地局１２４およ
び／または制御ノード１３０に、測定値を報告することができ、報告する。
【００９２】
　[0099]フェムト基地局からの測定報告の受信に続いて、ドナーｅＮＢまたは中央エンテ
ィティ１３０は、通常、ハンドオーバー決定を行い、サービング基地局の変更がなされる
べきときに、システム内の関連する基地局およびノードへその決定を伝達する。このこと
は、（たとえば、バックホールネットワークを介して、）フェムト基地局へ、および、た
とえば、現在のサービング基地局と、ハンドオフされているＵＥとの間のダウンリンク（
ＤＬ）を介して伝達されるハンドオーバー情報を用いて、ハンドオーバーされているＵＥ
へ、ハンドオーバー決定を伝達することを伴ってよい。
【００９３】
　[00100]様々な実施形態では、ＵＥパイロット信号と、関連のデバイス情報とを送信す
ることに先立って、ＵＥは、パイロット送信のためにマクロ基地局１２４によって専用に
された送信リソースから、パイロット信号およびデバイス識別情報の送信のための送信リ
ソースを識別し、選択する。いくつかの実施形態では、ＵＥ１０２は、専用の送信リソー
スをモニタし、これらのリソース上で、エネルギー、たとえば、信号強度、を検出し、リ
ソースのうちのどれが占有されており、どのリソースが空いているかおよび／または使用
するために利用可能であるかを決定する。リソース上で検出された信号強度に基づいて、
ＵＥ１０２は、リソースが占有されているか、それとも空いているかを決定する。いくつ
かの実施形態では、ＵＥ１０２は、空いているとみなされるリソース、たとえば、エネル
ギーが最も小さいリソース、を選択する。
【００９４】
　[0100]パイロット送信の目的でのそのリソース選択は、ＵＥ１０２、１０４、１０６、
１１０によって自律的になされることが、理解されるべきである。マクロ基地局１２４お
よび／またはスモールセル（たとえば、フェムト基地局１１８、１１４）は、パイロット
送信リソースを特定のＵＥに割り振らず、むしろ、マクロ基地局１２４は、マクロ基地局
のカバレッジエリア内で動作している複数のＵＥのために、パイロットおよび識別情報の
送信のための周期的なリソースを専用にする（dedicate）。この手法に対する理由のいく
つかは、ｉ）マクロ基地局またはスモールセルは、どのＵＥがリソースを空間的に再利用
し得るかが分からない場合があり、そのため、リソース選択は、選択の決定がＵＥに委ね
られる（left to）場合に、むしろさらに効果的であることと、ｉｉ）マクロ基地局また
はスモールセルは、スモールセルおよび／またはマクロセルに接続されているＵＥが分か
らない場合があることとを含む。
【００９５】
　[0101]必ずしもすべてとは限らないがいくつかの実施形態における様々な特徴は、ＬＴ
Ｅとともに使用するのに特に好適である。
【００９６】
　[0102]様々な実施形態の技法は、ソフトウェア、ハードウェアおよび／またはソフトウ
ェアとハードウェアの組合せを使用して、実施され得る。様々な実施形態は、装置、たと
えば、モバイルワイヤレス端末などのモバイルノード、基地局、通信システムを対象とす
る。様々な実施形態は、また、方法、たとえば、通信デバイス、たとえば、ワイヤレス端
末（ＵＥ）、基地局、制御ノードおよび／または通信システムを制御し、および／または
、動作させる方法、を対象とする。様々な実施形態は、また、方法の１つまたは複数のス
テップを実施するように機械を制御するための機械可読命令を含む、非一時的機械、たと
えば、コンピュータ、可読媒体、たとえば、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＣＤ、ハードディスクなど
、を対象とする。
【００９７】
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　[0103]開示されたプロセスのステップの、特定の順序または階層は、例示的な手法の例
であることが理解される。設計の選択に応じて、プロセスにおけるステップの特定の順序
または階層は、依然として本開示の範囲内のままでありながら、再配置されてもよいこと
が理解される。添付の方法の特許請求の範囲は、様々なステップの要素をサンプルの順序
で示しており、示された特定の順序または階層に限定されることを意味しない。
【００９８】
　[0104]様々な実施形態では、本明細書に記載されるデバイスおよびノードは、１つまた
は複数の方法に対応するステップ、たとえば、信号生成、送信、処理、および／または受
信するステップを実行するための、１つまたは複数のモジュールを使用して実現される。
したがって、いくつかの実施形態では、様々な特徴は、モジュールを使用して実施される
。そのようなモジュールは、ソフトウェア、ハードウェアまたはソフトウェアとハードウ
ェアの組合せを使用して実装され得る。いくつかの実施形態では、各モジュールは、記載
される各モジュールに対応する機能を実施するための別個の回路を含むデバイスまたはシ
ステムと共に、別個の回路として実装される。上述の方法または方法のステップの多くは
、上述の方法の全部または一部を、たとえば、１つまたは複数のノードに実装するために
、機械を、たとえば、さらなるハードウェアを有する、または有しない汎用コンピュータ
を、制御するためのメモリデバイス、たとえば、ＲＡＭ、フロッピー（登録商標）ディス
クなどの、機械可読媒体に含まれるソフトウェアのような、機械実行可能命令を使用して
実施され得る。したがって、特に、様々な実施形態は、機械、たとえば、プロセッサおよ
び関連するハードウェアに、上述の方法のステップのうちの１つまたは複数を実行させる
ための機械実行可能命令を含む機械可読媒体、たとえば、非一時的コンピュータ可読媒体
を対象とする。いくつかの実施形態は、本発明の１つまたは複数の方法のステップのうち
の１つ、複数または全部を実施するように構成されるプロセッサを含むデバイスを対象と
する。
【００９９】
　[0105]いくつかの実施形態では、１つまたは複数のデバイス、たとえば、ワイヤレス端
末（ＵＥ）および／またはアクセスノードなどの通信デバイス、の１つのプロセッサまた
は複数のプロセッサは、たとえば、ＣＰＵは、デバイスによって実行されるものとして記
載される方法のステップを実行するように構成される。プロセッサの構成は、プロセッサ
構成を制御するための１つまたは複数のモジュール、たとえば、ソフトウェアモジュール
、を使用することによって、および／または、ここに記載するステップを実行する、およ
び／またはプロセッサ構成を制御するためのハードウェア、たとえばハードウェアモジュ
ール、をプロセッサの中に含めることによって、実現され得る。したがって、すべてとは
限らないがいくつかの実施形態は、プロセッサが含まれるデバイスによって実行される様
々な説明した方法のステップの各々に対応するモジュールを含むプロセッサを有する通信
デバイス、たとえば、ユーザ機器を対象とする。すべてとは限らないがいくつかの実施形
態では、通信デバイスは、プロセッサが含まれるデバイスによって実行される様々な説明
した方法のステップの各々に対応するモジュールを含む。それらのモジュールは、単にハ
ードウェアで、たとえば、回路として実装され得るか、あるいはソフトウェアおよび／ま
たはハードウェアまたはソフトウェアとハードウェアの組合せを使用して実装され得る。
【０１００】
　[0106]いくつかの実施形態は、１つのコンピュータまたは複数のコンピュータに、様々
な機能、ステップ、振る舞いおよび／または動作、たとえば、上述される１つまたは複数
のステップ、を実施させるためのコードを備える、コンピュータ可読媒体を備えるコンピ
ュータプログラム製品を対象とする。実施形態に応じて、コンピュータプログラム製品は
、実行されるべき各ステップのための、異なるコードを含んでよく、時には含む。したが
って、コンピュータプログラム製品は、方法、たとえば、通信デバイス、たとえば、ワイ
ヤレス端末またはノードを動作させる方法、の各個のステップためのコードを含んでよく
、時には含む。コードは、ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）、ＲＯＭ（読取り専用メモ
リ）または他のタイプの記憶デバイスなどのコンピュータ可読媒体上に記憶された機械実
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グラム製品を対象とすることに加えて、いくつかの実施形態は、上述される１つまたは複
数の方法の様々な機能、ステップ、振る舞いおよび／または動作のうちの１つまたは複数
を実施するように構成されるプロセッサを対象とする。したがって、いくつかの実施形態
は、本明細書に記載される方法のステップのうちの一部または全部を実施するように構成
されるプロセッサ、たとえば、ＣＰＵを対象とする。プロセッサは、たとえば、本出願に
記載される通信デバイスまたは他のデバイスでの使用のためであり得る。
【０１０１】
　[0107]ＯＦＤＭシステムのコンテキストで述べられたが、様々な実施形態の方法および
装置のうちの少なくともいくつかは、多くの非ＯＦＤＭシステムおよび／または非セルラ
ーシステムを含む幅広い通信システムに適用できる。
【０１０２】
　[0108]上述の様々な実施形態の方法および装置の数多くのさらなる変形は、先の説明を
考えると当業者にとって明らかである。そのような変形は、範囲内と考えられる。方法お
よび装置は、ＣＤＭＡ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、および／またはアクセスノー
ドとモバイルノードとの間のワイヤレス通信リンクを提供するために使用され得る様々な
他のタイプの通信技法と共に使用されてよく、様々な実施形態では使用される。いくつか
の実施形態では、アクセスノードは、ＯＦＤＭおよび／またはＣＤＭＡを使用してユーザ
機器デバイス、たとえば、モバイルノードとの通信リンクを確立する基地局として、実現
される。様々な実施形態では、モバイルノードは、ノートブックコンピュータ、携帯情報
端末（ＰＤＡ）、または方法を実施するための受信機／送信機の回路および論理ならびに
／またはルーチンを含む他のポータブルデバイスとして、実現される。

【図１】 【図２】
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